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中国語訳「伊勢物語」の分析（１）
―銭訳、豊訳、林訳の比較から―
田 中 幹 子
 寅 瓏
はじめに
一昨年まで中国訳『源氏物語』「桐壷」において、銭稲孫訳が深い平安文化の
理解を元にいかに優れた訳であるかを豊子訳、林文月訳に比べながら明らか
にしてきた。本年からは、同じ三人の訳が比較できる『伊勢物語』について分
析していく。銭訳は『源氏物語』同様、部分的にしか現存しない。１９４２年７月
に、満州国雑誌『芸文雑誌』の第１巻第１期に伊勢の１－１３段を発表している。
この他に第１巻第３期に１４－２５段、第２巻第１０期に２６段－３５段がある。新中国
が成立した後、銭訳の『伊勢物語』は一回整理されたが、１９６９年に貴重資料と
して三線建設の地区に郵送した時に紛失してしまった（注１）。国内現存の『芸
文雑誌』は、この他に第二巻第１０期に２６段－３５段がある。訳の時機は、『万葉集』
の後、『源氏物語』を訳する前である（注２）。豊氏は『源氏物語』を終えた１９６５
年以後、１９７０年から落窪・竹取・伊勢物語ともう一つ不明の物語の翻訳に取り
組んだ。『伊勢物語』訳が１９７２年に完成され、出版は２０１１年７月（注３）。また
曾維徳氏によると、林訳は、小学館新編日本古典文学全集本（１９９４年）、角川書
店本（１９９３年）、および英訳『源氏物語』（１９６８年）を拠り所にすると述べてい
る（注４）。林氏は、古典文学全集、『源氏物語評釈』、および英訳『源氏物語』
を拠り所にするとの指摘が中国でなされつつあるが、確証はない。林氏も『源
氏物語』を訳し終わってから、『枕草子』『和泉式部日記』に続いて『伊勢物語』
を訳している。
本稿では、比較する便宜上、新日本古典文学全集『伊勢物語』の初段から三
段までの本文・口語訳、銭訳と銭訳の日本語翻訳、豊訳と豊訳の日本語翻訳、
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林訳と林訳の日本語翻訳を並べ分析する形態をとる。猶、銭訳、豊訳、林訳の
日本語訳および、中国語の語釈に関する分析は神戸大学大学院文学部博士課程
の寅瓏氏によるものである。
第一段
（本文）
むかし、男初冠して、奈良の京春日の里に、しるよしして、狩りに往にけり。
その里に、いとなまめいたる女はらから住みけり。この男かいまみてけり。思
ほえず、ふる里にいとはしたなくてありければ、心地まどひにけり。男の、着
たりける狩衣の裾を切りて、歌を書きてやる。その男、信夫摺の狩衣をなむ着
たりける。
春日野の若紫のすりごろも
しのぶの乱れかぎりしられず
となむ追ひつきて言ひやりける。ついでおもしろきことともや思ひけむ。
陸奥のしのぶもぢ摺り誰ゆゑに
乱れそめにし我ならなくに
といふ歌の心ばへなり。昔人は、かくいちはやきみやびをなむしける。
（口語訳）
昔、ある男が、元服をして、奈良の京の春日の里に、所領の縁があって、鷹
狩に行った。その里に、たいそう優美な姉妹が住んでいた。この男は物の隙間
から二人の姿を見てしまった。思いがけず、この旧い都に、ひどく不似合いな
さまで美女たちがいたものだから、心が動揺してしまった。男が、着ていた狩
衣の裾を切って、それに歌を書いて贈る。その男は、信夫摺の狩衣を着ていた
のであった。
春日野の……（春日野の若い紫草のように美しいあなた方にお逢いして、
私の心は、この紫の信夫の模様さながら、かぎりもなく乱れ乱れており
ます）
と、すぐに詠んでやったのだった。こういう折にふれて歌を思いつき、女に贈
るなりゆきが、愉快なことと思ったのであろう。この歌は、
みちのくの……（あなたのほかのだれかのせいで、陸奥のしのぶもじずり
の模様のように、心が乱れだした私ではありませんのに。私が思い乱れる
のは、あなたゆえなのですよ）
40 中国語訳「伊勢物語」の分析（１）
という歌の趣によったのである。昔の人はこんなにも熱情をこめた、風雅な振
舞をしたのである。
【銭訳】
昔男がいた。初冠して、奈良の都の郊外である春日の里へ狩りに行った。そ
こはもともと持っていた領地である。里に非常に艶めかしい姉妹がいて、男は
まがきから覗き見る。彼女たちが元の都にある貧しい家に住むことに対してあ
やしく思い、不思議に感じた。それで着ている狩りの袍の裾の一部を切り、歌
を書いて送った。男の袍は思草の紋様に擦り付けられている。歌って云はく、
春日（春）の草木が生い茂る野、愛情が込められている新しい紫色（若い
紫色）。衣を擦り付けて紋様に染めて、思草（草の紋様）は乱れ尽きない
雅で子供っぽさが見れず、よく褒められている。蓋し
陸奥信夫の布、つきまどう思草の紋様。もちろん簡単に染めたわけではな
い、私の心が誰のために乱れているでしょうか
の句の意味を用いている。古人は風雅であり、才（歌を作る能力）がこのよう
に素早かったのだ。
【銭訳・中国語】
【分析】
「 」は「艶」の意。『伊勢物語』の「生めく」の「初初しい」とは異なり、
艶麗の意として訳している。「思ほえず」が「 」「怪しく惑う」。この段の眼
目である「信夫摺」は、忍ぶ草の乱れ模様をすり染めたもの。その模様がよじ
れるので、「しのぶもぢずり」ともいう。これを銭訳では「思草文」「思う草の
文」と訳し、「忍ぶ心」という一番伝えたい言葉が込められている語として意識
されている。「追ひつきて言ひやりける」の部分が訳されておらず、「雅无稚气，
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」「雅で子供っぽさがなく、姉妹によく褒められた」と歌に対する評価
のコメントがあり、原文にない要素を盛り込んでいる。主人公を少年としてこ
の段を紹介している。
【豊訳】
昔一人の男がいた。髪を束ね冠をつける年になったばかりの頃、奈良の都春
日野の近くの村に自分の家の領地があるため、そのところに狩りに行った。こ
の村の中に、高貴で美貌の姉妹二人が住んでいる。この男は低い土塀の隙間か
ら彼女たちをのぞき見る。この荒れ果てた村の中に頼りなげの二人の美人が住
んでいることを思いもよらなかったので、珍しくておもしろく思い、不思議に
感じた。それで自分の狩りの服装から一枚の布を切り落として、その布の上に
歌を書き、この二人の女に送った。この人が着ているのは信夫郡産の麻で作っ
た狩りの服装である。歌って云はく
誰の家の姉妹は新緑のようだ（春に芽生える葉っぱ、新鮮の意味）。
私の恋心を麻のように乱してくれた。
年が若いのに、しゃべりはまるで大人の口調のようだ
あの二人の女子もたぶんこのような歌を興味深く思っただろう。
昔一首の古歌があった。
君の心はなぜ麻のように乱れているだろう。
私はまさに君のために苦労している。
先の歌はこの古歌の意味を巧妙に踏まえて作られている。
昔の人は、年がまだ若いが、もう即座に風流の心持ちを表現することを試し
た。
【豊訳・中国語】
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【分析】
「若紫」を「新緑のようだ」と訳し、「若」の部分に重点を置き、「紫」が美人
をさすとは伝えていない。また、「年が若いのに、しゃべりはまるで大人の口調
ようだ。あの二人の女子もたぶんこのような歌を興味深く思っただろう。」とい
う部分は、「追ひつきて言ひやりける」削除した代わりに入れた要素で銭訳と同
じであり、銭訳を参照したことがうかがえる。「みちのくの」の歌意は私の心が
あなたによって乱れされる意に対し、豊訳では「君の心はなぜ麻のように乱れ
ているだろう」と乱れているのは私ではなく君となっている。「新緑」の場合と
同じく、受け身の文体のない中国語においては不自然にならないよう意訳して
いると思われる。また「昔人は、かくいちはやきみやびをなむしける。」の部分、
豊訳では「年がまだ若いが、もう即座に風流の心」として、称賛する重点を「年
が若い」部分においている。豊訳は『伊勢物語』原文ではなく銭訳を基に、豊
氏の解釈がなされているといえる。
【林訳】
昔、男がいた。初冠（一）したばかりだが、領地のため奈良京春日里（二）に狩りに
行った。里に容貌や姿が非常に端正で美しい姉妹が住んでいる。この男は無意
識的に彼女たちを垣の間から窺って（三）しまった。意外にふさわしくない。この
ようなぼろぼろな古い里の中にこんな光景があるとは、つい心の揺れと錯乱を
禁じ得なかった。この男は着ている狩りの衣（四）のすそを切り落として、歌を一
首書いた。彼が着ていたのは信夫染め（五）の狩りの衣である。
春日野、信夫染め、
君たちの容貌を窺うことができて、心が乱れる。
この紫の紋様のように、感情を抑えられない。（六）
彼は一気にこの一首の歌を歌った。たぶんこのようなチャンスで一首の歌を
選んで女の子に送るとは非常に興味深いことだと思っただろう。実は、この和
歌はより処があるのである。
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陸奥国、信夫郡、
紋様に染めて、いつも乱れている。（七）
なんのことのために私の心がひたすら乱れるだろう。
昔の人は、本当に情熱であり、よく風雅をわかっていたよなあ。
注
古代日本、桓武天皇が延暦十三年（七九四）年平安京（今の京都）に遷都す
る以前、都は平城京（今の奈良）にある。本物語の主人公である在原業平がこ
の古都を舞台背景にして、その青春の恋愛経験の旅を始めた。しかし、各テキ
ストの段落の順序が違うので、本訳文は現存の通行本に従う。
（一）初冠、また元服という。日本古代の礼儀風俗の多くは中国から来た。
古代中国では、男子が二十才で成人となり、初めて成人の冠をつけ、成
人の衣を着て、故にこのように称される。
（二）春日里は今の奈良市春日山の西の麓にある。
（三）「窺」というのは物の隙間から物を見るという意味である。日本古代小
説の中で、この「窺」はよく男子が無意識的あるいはわざと女の容姿を
見て始まった恋の原因に使われる。蓋し古代日本式の建物が広いので、
居室内の女は男子に外から窺われやすく、結局恋やデートになってしまう。
（四）狩りの衣とは、平安時代の男子が狩りの時に着る手軽な服装であり、
参内する時の正装と違う。
（五）「信夫」、日本語は「忍草」の発音と同じである（両方も「しのぶ」shi−
no−bu読む）。忍草は色を染めることができ、古代日本人はその茎と葉っ
ぱを取って布を染める。その花の紋様はすこし乱れるように見える。ま
た信夫は陸奥国地方（即ち今の日本本州の東北部）にあり、その土地で
は忍草が産出される。
（六）この和歌は『古今六帖』の第五であり、名が知らない人に作られた。
歌の意味は信夫染めの紫色の紋様の乱れを使って、心の恋愛の乱れに喩
える。また日本人は古くから紫色に崇め、その色がよく高貴や美しさを
代表し、ここで高貴で美しい春日里の姉妹を喩えるために使われている。
（七）この歌は『古今集』恋四であり、河原左大臣によって作られた。主人
公はこの歌を使ってすでに乱れている心を喩える。全て姉妹の美しい容
姿を垣間見たからである。
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【林訳・中国語】
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【分析】
林訳と日本古典文学全集の口語訳を比較するとほとんどそのまま中国訳して
いることがわかる。原文から訳していないため「ついでおもしろきことともや
思ひけむ。」の部分を「たぶんこのようなチャンスで一首の歌を選んで女の子に
送るとは非常に興味深いことだと思っただろう。」と訳しているのは、明らかに
全集の「こういう折にふれて歌を思いつき、女に贈るなりゆきが、愉快なこと
と思ったのであろう」の口語訳の影響を受けていると思われる。口語訳にひき
ずられため、「「信夫」、日本語は「忍草」の発音と同じである（両方も「しのぶ」
shi−no−bu）。」と自ら注をつけているにも関わらず、信夫摺の複雑な文様を活か
して自分の心の複雑さを表現しているという歌の肝要な部分に訳の重点が置か
れていない。
第二段
（本文）
むかし、男ありけり。奈良の京は離れ、この京は人の家まだ定まらざりける
時に、西の京に女ありけり。その女、世人にはまされりけり。その人、かたち
よりは心なむまさりたりける。ひとりのみもあらざりけらし。それをかのまめ
男、うち物語らひて、帰り来て、いかゞ思ひけむ、時はやよひのついたち、雨
そほふるにやりける。
起きもせず寝もせで夜を明かしては
春のものとて眺め暮しつ
（口語訳）
昔、男がいた。奈良の京は遠ざかり衰え、新たに移ったこの京は、人家がま
だ定まらなかった時に、西の京にある女が住んでいた。その女は、世間の並の
人以上にすぐれていた。その人は、容貌よりは心がすぐれていたのだった。独
り身というわけでもなかったらしい。その女に例の誠実男が、親しく情を通じ
て、帰ってきて、どんなに恋しく思ったのだろうか、時は三月の一日、雨がしょ
ぼしょぼ降る折に、歌を詠んでやった。
おきもせず……（一夜の語らいに、私は起きてもいず、眠りもしないで、
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夜を明かして過ごしました。朝になると、春のならいとて長雨が降ってい
ます。それを見やりながら、物思いにふけってまた一日を暮らしてしまい
しましたよ）
【銭訳】
昔男がいた。奈良から都が移された時、この都の居住者がまだ定まらなかっ
た。右京に女がいた。一般の女と異なってずば抜けた。心持ちの方は容貌より
さらに優れている。しかし一人暮らしているのではないらしい。この男は彼女
に会いに行って、帰ってきたらなにかを思っている。時は三月の一日、雨がし
としとと降り、（彼は）歌を贈って言うことには
横になっていた夜眠ることがなく、夜が明けたら春の雨が長い。目を凝ら
してしとしと降る雨を眺めると、長い一日がまた夕暮になった。
【銭訳・中国語】
【分析】
本文の「まめ男」に相当する訳がない。「西の京」を「右京」と訳しているが、
当時の内裏からみて右側（西）が右京であり、その知識を元にしている。
【豊訳】
昔一人の男がいた。あの時の奈良の都では地元の住み人がすでに移されたが、
この新しい平安京では家屋の建設がまだ整えていない。この新しい西の京に住
む女子一人がいた。この女の性格と容貌は世間並みの女の子より優れ、しかも
容貌の美しさのほかに、また高雅な気品を持っている。この人はすでに恋人が
いるらしくて、今は独身のわけではない。この男は彼女に対して真心から愛し
ていて、彼女に訪れ、いろいろ話した。帰ってからなにを思っただろう？彼は
彼女にこのような歌を送った。時は三月の初めであり、ちょうど春の雨が続い
ている時期である。
寝ず座らず徹夜の恋、
春の雨が続いていて、一日中憂う。
【豊訳・中国語】
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【分析】
本文の「まめ男」を「彼女に対して真心から愛していて」と意訳している。
【林訳】
昔、男がいた。奈良の都はすでに廃止されて、この都に住む家はまだ定まら
ない。（一）都の西の方に女がいた。この女は、普通より優れて抜きん出た。この
人は、容貌はともかく、その気立てはもっと素晴らしい。彼女はたぶん独身で
一人暮らししているわけではないだろう。（二）あのひとすじ思いを続ける男は、（三）
懇ろに通いに来て、（四）帰ったら、（五）どんなに彼女のことを思っただろうか。時
は、三月のついたちであり、雨はしとしと降り、それで一首の和歌を贈る。
起きているのてもなく寝ているのでもない。
夜が明けるまで心がずっと乱れて
しとしととする春の雨、ひたすら眺めた。（六）
注釈
この段は桓武天皇が平安京に遷都された初めの頃に時間を設定しているが、
在原業平は天長二年（八二五）に生まれたので、その初冠時代の恋愛経験はこ
の段に示されたのより約五十年ぐらい遅れるはずである。言い換えれば、物語
は「昔、男がいた」という事跡を五十年間早くした。それは在原業平伝を物語
化にしようとするからである。人に虚構であり、実録でない印象を与える。一
方、読者もこの本当のような嘘のような状況の下で、読解の楽しみを味わう。
（一）延暦三年（七八四）、都は奈良より長岡京に遷され、十年後、延暦十参
年（七九四）、また平安京に遷された。「この都」は長岡京を指すか、も
う一説は平安京を指すと。遷都の初めの頃、古都がすでに廃止されたが、
新しい都はまだ盛んになっていなくて、住民もまだ十分定まっていない、
故にこのように言う。
（二）この女は独身ではなく、付き合う恋人がいるという。一説は付き合う
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恋人が一人だけではないとしている。平安時代日本の上流社会の男女関
係はかなり開放的（自由）であり、一人の女が多数の男子と付き合いデー
トするのはよくあり、『源氏物語』『枕草子』などの本を読めば分かる。
（三）原文は「真面目な男」、あるいは「慇懃な男」とあり、ここは恋愛にお
いての話なので、じかに「ひとすじに思いを続ける男」に訳した。
（四）原文の「物語」（動詞）は「談話」や「愛を語る」に直訳できるが、実
はもっぱら男女のあいびきのことを指す。これは日本の古文に慣用され
る言葉であり、そのまま文章に書いたりすることを避ける。
（五）平安時代男女の密会というのは、男が女の住所に赴き、夜が明ける前
に、また自分の家に戻る。そして、翌日にできるだけ早く手紙や恋の歌
を作り、自分の愛慕を表す（もし女性に礼遇されたら、恨みを示すもの
も偶に見える）。これは「後朝の文」という。
（六）この和歌は『古今集』巻十三に見え、恋三、業平作。『新撰和歌』第四。
『古今六帖』第一、雨、業平作。歌の意味は：一夜心中を打ち明ける話
（密会）をして帰ってきた、起きているのでもなく寝ているのでもなく、
恋しく思ってやまない。朝に呆然としてしとしとと降る春雨を眺め、ひ
とすじにぼんやり考え込み、また一日を過ごした。一説は「立っている
のでもなく横になっているのでもない」、昨日の夢のような密会の状況を
指すとしている。どちらが正しいか分からない。また日本語では「眺」
が「長雨」と同じく（「ながめ」｜na−ga−me）と読み、作者は恋愛に落ち
ているひとすじに思いを続ける男が呆然として春雨を眺めるという掛詞
の意味を使った。
【林訳・中国語】
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【分析】
豊訳同様、「まめ男」を「ひとすじに思いを続ける男」と訳す。注に「原文は
「真面目な男」、あるいは「慇懃な男」とあり、ここは恋愛においての話なので、
じかに「ひとすじに思いを続ける男」に訳した。」と訳者の自信を示している。
第三段
（本文）
むかし、男ありけり。懸相じける女のもとに、ひじき藻といふものをやると
て、
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思ひあらば葎の宿にねもしなむ
ひじきのものには袖をしつゝも
二条の后の、まだ帝にも仕うまつりたまはで、たゞ人にておはしましける時
のことなり。
（口語訳）
昔、男がいた。思慕の情を寄せた女のもとに「ひじき藻」というものを贈る、
それにつけて、こんな歌を詠んでやった。
思ひあらば……（私を思ってくださる愛情が）おありなら、荒れた家でも
満足です。あなたと二人、袖を重ね引き敷いて、心あたたかにそこで共寝
をいたしましょう）
ところで、この女というのは二条の后のことで、后がまだ清和の帝の女御と
してお仕えなさらず、雲上に上がらぬ並の人でいらした時のことなのだ。
【銭訳】
昔男ありけり。恋する女に藻を送る。六味菜というものである。ついでに歌
を送る。
もし本当にあなたを思うことがなければ、なぜ私が寝れなくなるのでしょ
うか？（あなたを思っているから眠れないのです）茅屋一人で寝る寂しさ、
毎晩ひらすら自分のことを可哀想に思う。
【銭訳・中国語訳】
【分析】
「二条の后の、まだ帝にも仕うまつりたまはで、たゞ人にておはしましける時
のことなり」の部分が訳されていない。延喜式（９２７年）や『倭名類聚鈔』（９３４
年）には「ひじき」を「鹿尾菜」、「六味菜」と記載されている。『古事類苑』に
は、「六味菜」とされる。銭氏はこれらを知った上で「ひじき」を「六味菜」と
訳したと思われる。歌意としては、原文が「もしあなたが私の思いを受け取っ
てくれるなら」に対して、銭訳では「もし自分があなたを思っていないなら」
と始まり、自分で自分を哀れに思うという内省的な段と解釈している。
【豊訳】
昔一人の男がいた。彼は鹿尾菜を作る用の海藻を自分が好きな女の子に送り、
51比較文化論叢３２
歌を付け加えた。
もしあなたを思う苦しみを減らすことができたら、
袖を枕にし、薪の上に寝てもいい。
これは二条皇后がまだ清和天皇をお仕えしていない、まだ普通の身分の女の
子の時のことである。
日本語の「鹿尾菜」は「枕袖」との発音が似ている。
【豊訳・中国語訳】
【分析】
「ひじき藻」を「鹿尾菜」と訳し、「日本語の「鹿尾菜」は「枕袖」との発音
が似ている。」と注している。ここも豊訳は銭訳を参照にしていると思われる。
銭訳が原文から離れ、「もしあなたを忘れることができるなら」という日本的な
逆説的愛情表現にたって歌意を展開しているのに対し、豊訳の「苦しみを減ら
すこと」とは思いが相手に通じたらという幸せな前提にたっており、原文に近い。
【林訳】
昔、男がいた。鹿尾菜藻（一）という物を彼が慕う女性に贈った。
もし感情があれば共に寝ることができ、
荒れ果てた屋敷の蔓草を嫌がるのではなく、
袖を畳んで敷き布団にして一緒に寝よう。（二）
この方はまさに二条の后（三）だと言われた。その時、彼女はまだ入内していな
かった普通のひとの時代であった。
注釈
この段の内容は『大和物語』の一六一段の最初の部分にも見られる。本文は
短いけれども、男が好きな女性に物を贈ったとしか語らず、ついでに和歌一首
を贈った。その歌には若い頃の青春の熱烈な感情を込められ、男女の愛から同
衾することに発展したいという欲望を少しも隠さず、これも無邪気で自然なこ
とではないだろうか？最後、その対象はついに后となる女性であることを明ら
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かにした。
（一）一種の食べられる海藻である。男女がお互い傾慕する時に贈るプレゼ
ントであり、必ず高貴なものではなく、好きな人からの贈り物であれば、
十分貴重である。『詩経』 ・静女には「
」とある。これは対照的に証明
する。
（二）この和歌の言うことには：もしあなたが私を好きになってくれるので
あれば、私はつる草が群生する荒れ果てた邸を嫌がらず、袖を下敷きに
して、君と一緒にねよう。歌の意味はとても素直で情熱であり、恋愛に
落ちる若者の愛と欲望がはっきりと見られる。また、歌の中の「敷き布
団」（「ひじきもの」｜hi−ji−ki−mo−no）は贈り物の「鹿尾菜藻」（「ひじき
藻」｜hi−ji−ki−mo）の発音と近いので、掛詞の趣がある。
（三）二条皇后高子（八四二～九一〇）は藤原長良の娘である。貞観八年（八
六六）、清和天皇の后となる。生んだ子供は後の陽成天皇である。
【林訳・中国語訳】
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【分析】
「ひじき」の中国語訳「鹿尾菜」は、「ひじき」が鹿の黒く短い尾に似ている
ためといわれる。平安時代では「鹿尾菜」ではなく「六味菜」が使われたため、
銭氏はそのように訳したと思われる。中国には「ひじき」はあったが、よく食
べられるものではなく、『本草綱目』では「羊栖菜」として記述される。豊氏と
林氏は「ひじき」を現代中国語の「鹿尾菜」にそのまま訳している。しかし、
銭氏はあえて平安時代に用いられた「六味菜」という漢字で「ひじき」の訳と
したと思う。
まとめ
『伊勢物語』の中国訳に関しては、銭訳は『源氏物語』を訳する前の時点であ
るためか、原文を忠実に訳するというよりも銭氏が愛する平安文学の世界感を
訳のなかで表現しているように見受けられる。それが初段の艶めかしい女性と
少年という対比や、二段の「右京」へのイメージ、三段の独り寝の苦しみなど、
原作を膨らませているような訳にみられる。豊氏は『源氏物語』を訳した上で
の自信からか、銭訳を参考にしながらも「若紫」を「新緑」、「相思苦」など中
国読者が理解しやすいことを優先した訳をしている。林訳は二段の「まめ男」
の注のように、『源氏物語』『枕草子』などを訳しながら身につけた平安文学の
基礎知識を注として反映している。林氏は初段の訳からわかるように古典文学
全集の口語訳を中国語に翻訳したと予想する。今後は、この見通しに基づき、
四段以降の三者の訳を分析していきたい。
注１ 曾維徳「銭稲孫訳事再考」『東方早報』２０１４年６月１日の記事。
注２ 銭氏の翻訳家、研究者としての人生を日本人研究者との交流や当時の中
国史と合わせて歴史的な側面から紹介したものとしては鄒双双氏『「文化漢
奸」と呼ばれた男―万葉集を訳した銭稲孫の生涯―』（東方出版・２０１４年４
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月）があり、それまでの先行研究もまとめられている。但し、『伊勢物語』
に関しては、銭氏がどの時期に取り組んだのかは『万葉集』訳以降、『源氏
物語』訳以前という本文紹介以上ははっきりとはしない。
注３ 徐迎春「豊子訳『伊勢物語』について」（『文献探求』第４８号 p．６４―７７
２０１０．３．３１）
注４ 曾維徳「浅議林文月訳『伊勢物語』訳」（『南方都市報』２０１４年１２月２１日
の記事）
本稿は、２０１５年度札幌大学個人研究助成金による研究成果である。
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